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東京2020大会ビジョン



 会場内  メインプレスセンター

 会場外

掃除ロボット 飲料配布ロボット

スキー競技大会 空港での案内ロボット

案内ロボット 写真撮影用ロボット

魚型ロボット

写真は本会議中のみ

平昌2018冬季大会 ロボットの取組



2018年 2019年 2020年 2021年

プロジェクトの推移

大

会

本

番

 ＰＪ検討開始
 コンセプト検討

 ＰＪ・コンセプト発表
 企画の一部発表・具体化

 大会延期・コロナ禍を
踏まえた修正

 運用テストの実施

検討フェーズ

具現化フェーズ

実行フェーズ



プロジェクトメンバー

東京2020
ロボット

プロジェクト

ロボット

有識者

大会パートナー※

パナソニック・

トヨタ自動車

組織委員会

政府
内閣官房・

文部科学省・

経済産業省

大会エリアでの実施推進
プロジェクト事務局 等

大会エリアでの実施

ロボット関連施策との連携

※契約カテゴリー
パナソニック：＜パラリンピック＞パワーアシストスーツ
トヨタ自動車：＜オリンピック＞モビリティサポートロボット、＜パラリンピック＞モビリティサポートロボット、リハビリテーションロボット、ウエラブルロボット

ロボット関連施策との連携

東京都



＜2019年発表＞

 世界中の人々が注目する東京2020大会開催中に、
ロボットが様々な場面で人々に寄り添い、
役に立つ姿を発信する

 大会を契機としてロボットの 社会実装を推進することにより、
日本と世界にポジティブな未来を提示する

+
＜2021年以降＞

 コロナ禍の中で、ロボットの利活用により、
安全・安心かつ持続可能な大会運営ができることを世界に示す

コンセプト



大会で活用するロボット (2021年5月時点)

陸上 ラグビー

生活支援ロボットに観戦サポート マスコット型ロボット

パワーアシストスーツを活用した運営支援 フィールド競技サポートロボット



直近の実施状況①（5/9・11 陸上テストベント）

 フィールド競技サポートロボット



直近の実施状況②（5/9 陸上テストベント）

 競技運営支援を行うパワーアシストスーツ

写真は本会議中のみ



大会を契機とした情報発信の連携

■大会公式ＨＰを活用した情報発信

■大会を取材する国内外メディアへの情報発信 等

 メインプレスセンターを東京
ビッグサイトに設置

 国内外メディアへロボットの取
組をアピール

 大会期間中に実施されるプロ
ジェクトメンバーの取組につい
て大会公式ＨＰに情報を掲載


